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岡山県生まれ。翻訳家、法政大学社会学部教授。法政大学文学部英文学科卒業後、同大学院修了。
訳書は児童書、一般書、ノンフィクションなど600点以上。日本にヤングアダルト（YA）というジャンルを紹介。
中学校英語教科書『Here We Go!』（光村図書）の編集委員を務める。

金原瑞人
かねはら・みずひと

れはA Classic Board Bookシリーズのうち

の1冊。Board Bookというのは厚紙の本で、

多くは幼児向けの絵本です。そう、これは幼い子にA

で始まる単語、Bで始まる単語、Cで始まる単語……

を楽しく教える絵本。それも、「～する人」の英単語が

並びます。

　ただ、Aからいきなり、We're acrobats, artists, and 

astronauts in space.とハイレベルな単語。Nのnurses

はいいとして、Oのoutlawsはいささか物騒。Qの

quiltersやquarterbacksは中高生にも難解。Zの

zoologistsにいたっては大学生でも無理。

　もちろん、英語圏の幼児がみんなこんな言葉を覚

えさせられるわけではなくて、これは単なる遊び。

わざと、こむずかしい単語も混ぜてあるわけです。

こましゃくれた幼児がかっこつけてWe're yogis in 

a pose.とか言っていると、きっと受けますよね。そ

のうえ、このWe'reのWeが誰かというと、タイト

ルにあるPeas（エンドウ豆）。

　いってみれば100％受けねらいの絵本なのですが、

ちょっとだけお勉強をするなら、「～する人」の語尾

でしょう。builder / bather / biker / climber / camper

など、BとCだけで「動詞＋er」がこんなに出てきます。

あと、数は減りますが、inventor / investigator / sailor

など「動詞＋or」も出てきます。

　最後に一つ、Ｗのところの、We're weavers, wishers, 

and X-ray doctors, too.のweaverは「編む人、織る

人」、X-ray doctorは「Ｘ線技師」でいいのですが、

問題は真ん中のwisher、「祈る人」です。絵の中の4

人（4個）のエンドウ豆は井戸の周りで何をしている

のでしょう。実は、ヨーロッパには「願かけ井戸（wishing 

well）」の伝説があって、ここにコインを投げ込むと

願いがかなうといわれているのです。この絵、よく

見ると、金貨を投げ込んでいるのがわかります。

　さて、語彙のレベルは高いけれど、読んで楽しい、

絵が楽しい、少しお勉強になるBoard Book、最後の

ページがまた楽しい。WHO　ARE　YOU？

こ
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一般財団法人「言語教育振興財団」では、
令和5年度も小・中・高等学校、大学、
教育研究団体等を対象として、
今日の情報化・国際化・多様化の進展を踏まえ、
言語教育（国語教育・外国語教育等）の
充実・発展を図るために、理論と実践の分野について
優れた研究開発を行う団体または
個人に対して助成を行います。

令和5年度
「言語教育振興財団」
研究助成金一般公募の

お知らせ

決定・発表・交付 
令和5年2月に当財団「選考会」にて選考を行
い、選考結果は3月末までに文書にて通知しま
す。ただし、選考結果の内容は公表しません。
交付は、4月末までに指定された金融機関に振
り込みます。

問い合わせ先
一般財団法人
言語教育振興財団 事務局
〒141-0021
東京都品川区上大崎2-19-9
TEL＆FAX 03-3493-7340
E-mail:gengo-k@star.ocn.ne.jp
※詳細につきましては、
財団のウェブサイト（https://gengo-k.jp）を
ご覧ください。

応募方法・締め切り

▲

 研究開発活動についての企画書または実施
した実践報告書等の参考書類を添えて、別
に定める「助成金交付申請書」を、令和4年
12月20日（火）必着で、当財団事務局に郵送
してください。

▲

「助成金交付申請書」を希望される方は、返
信用切手（120円）を同封のうえ、当財団事
務局までお申し込みいただくか、財団ウェブ
サイトから申請書をダウンロードのうえ送付
してください。

研究期間
令和5年4月～令和6年3月（原則１年間）

応募資格
言語教育（国語、英語、日本語、道徳等）に関し
て研究開発を行う小・中・高等学校・大学・教
育研究団体（学校の学年・教科単位を含む）、
上記に準ずると見なされる団体及び個人

助成内容
❶言語教育の内容・方法に関するもの
　（教育内容・方法部門）

❸教育機器を利用した言語教育の在り方に
　関するもの（教育機器部門）

❷言語教育教材の質的向上に関するもの
　（教材部門）

助成件数及び金額

▲

助成件数は60件程度

▲

助成金額は１件につき原則として、
学校・団体20万～35万円、
個人15万～25万円

▲

助成金の使途は、研究に直接関係するもの
に限ります。インフラ整備のための機器・物
品購入は対象となりません。研修出張費は、
交付額の30％を限度とし、研究に関係しな
い研修出張費は助成の対象とはなりません。

助成金使途の制限

16

中
学
校

小
学
校


